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新総合事業の課題と今後の展望  岩名礼介

地域包括ケアと新総合事業の展開  鈴木淳子

新総合事業と地域におけるリハ活動  阿比留友樹

新総合事業と高齢者支援の実際  安本勝博

地域づくりの中での新総合事業の実践①  江田佳子

地域づくりの中での新総合事業の実践②  田中明美

新総合事業を探る！

※都合により誌面が変更される場合がございます。

編集後記を書いているこの時期，世の中を騒がせているのは，スポーツ界の指導に関
するニュースです。行き過ぎた指導がとうとう傷害事件になるのではないかと思わ

れる事態まで進んでしまいました。今回の事件だけではなく，これまで相撲や剣道など他
のスポーツでも，こういった指導者と選手の関係，選手の中でも先輩後輩の関係は，上意
下達，上位の人が言うことに口答えをしない，できない関係というのは危険である，変え
なくてはいけないということはずっと言われてきました。しかし，閉鎖社会になりやすい
集団では事件にならないと明らかにならないということがあるのでしょう。
　編集子の所属する機関では，ここ何年か前から「ハラスメント」に関してちょっとやり
すぎではないかと思われるほどの気の使いようです。ハラスメントにはよく知られている
セクシャルハラスメントやパワーハラスメント，アカデミックハラスメントだけではな
く，カスタマーハラスメント，フォトハラスメント，エアハラスメント，エレクトロニッ
クハラスメント，キャンパスハラスメント，セカンドハラスメント，ジェンダーハラスメ
ント，ブラッドタイプハラスメント，レイシャルハラスメントなど 40 種類以上あるそう
です。すべてのことに気を使いすぎたら，何にもできなくなるのではないかと思うことが
あります。セクシャルハラスメントは多くが男性から女性に向けられるものですが，男性
がそんな気ではなくても女性のほうで「いやだ」と思ったらその振る舞いは「ハラスメン
ト」と言われます。そうなると，上司が部下に対しても，良かれと思ってやったことがあ
る一人の部下が「嫌だ」と思った時点で「パワハラ」になるというわけで，円滑にしかも
達成基準の高い仕事につなげていくために言いたいことも言えない関係を作ってしまうこ
とが危惧されます。さらに学生と教員の関係は，これまた難しいもので，ある学生が嫌だ
と思ったら「アカハラ」と言われるようになれば，教員としても適切な程度に厳しい指導
であってもやりにくくなるというわけです。本来の教育から外れていかないのかなあと心
配にもなります。
　スポーツでも仕事でも「こうなりたい」「こうありたい」という目標に向かって，集団の
中で頑張っていくものです。その中で，お互いがそれぞれの意図や考えていることを理解
しながら協働する，あれ？これってリハの理念だと書いていて気が付きました。われわれ
は，時代の最先端の仕事をしているのですね。
 編集委員　西脇恵子
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